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問港区との協定に関すること（農林課林務班 ☎55-8569）  ゼロカーボンに関すること（環境共生課環境対策班 ☎55-8069）

　市は、平成25年11月１日に東京都港区と「間

伐材を始めとした国産材の活用促進に関する協定」

を締結し、「みなとモデル二酸化炭素固定認証制度」

のもとで湯沢市産材の供給促進を図っています。

みなとモデル二酸化炭素固定認証制度表彰　令和４年度受賞施設

スターバックス コーヒー ムスブ田町２階店

◆住所　

東京都港区芝浦三丁目１番21号　msb Tamachi田町

ステーションタワー S　2F205

◆国産木材総使用量　0.89㎥

うち、協定（湯沢市産）木材使用料：0.89㎥

◆１㎡当たりの木材使用料　0.0054㎥（★★）

ゼロ美
み

カボ助
すけ

こんなところに
湯沢の木材が

地産他消でつながるゼロカーボン

　区内で新たに建てられる建築物（延べ面積5,000

㎡未満は任意）や、オフィス、店舗などのテナントに

ついて、床面積1㎡につき、0.001㎥以上の協定木材

をはじめとする国産木材の使用を促し、その使用量に

応じて、★、★★、★★★の３段階の二酸化炭素固定

認証を行う制度

★　みなとモデル二酸化炭素固定認証制度

協定締結

情報交換

協定木材

製品供給

間伐と再植林による
森林管理の促進

木材活用による
CO2固定

間伐材・主伐材 木材加工・供給業者 建設事業者

施設に利用

区内の建築物

港区
（事務局）

CO2固定量認証申請

協定木材に関する情報提供

認証書発行湯沢市 建築主

湯沢市外在住の方でも広報ゆざわを年間購読できます（有料）。詳しくは「ふるさと未来創造部 情報政策課 元気・魅力発信班（☎56-8387）」まで。耳より情報

二酸化炭素吸収量を増やし、脱炭素社会の実現へ！

（win-winの関係）

区内の二酸化炭素固定（二
酸化炭素をとどめおくこ
と）量を増やす

港区のメリット

間伐などで発生した未利用材
の利用促進

↓
森林整備促進につながる

湯沢市のメリット
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